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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記憶装置を有する印刷装置に接続されているコンピュータの制御方法であって、
　上記印刷装置の状態を取得する工程と；
　画像データに基づいて、上記状態に応じた第１のプリントファイルを作成する工程と；
　上記第１のプリントファイルを上記印刷装置に送信する工程と；
　上記第１のプリントファイルを用いた印刷を上記印刷装置に行なわせる工程と；
　上記状態とは異なる状態に応じて、上記画像データに基づいて第２のプリントファイル
を作成する工程と；
　上記第２のプリントファイルを上記印刷装置に送信する工程と；
　上記第１と第２のプリントファイルを関連付けて上記記憶装置に保存させる工程を有す
ることを特徴とするコンピュータの制御方法。
【請求項２】
　請求項１であって、
　上記保存させる工程は、１つのファイルにまとめて保存させる工程であることを特徴と
するコンピュータの制御方法。
【請求項３】
　請求項１であって、
　上記保存させる工程は、さらに、上記プリントファイルの画像を表示するための表示フ
ァイルを関連付けて保存させる工程であることを特徴とするコンピュータの制御方法。
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【請求項４】
　請求項１であって、
　上記保存させる工程は、さらに、上記プリントファイルの画像の検索に用いるファイル
情報を関連付けて保存させる工程であることを特徴とするコンピュータの制御方法。
【請求項５】
　請求項１であって、
　上記印刷装置の状態は、上記印刷装置に装填されている記録媒体の種類であることを特
徴とするコンピュータの制御方法。
【請求項６】
　請求項１から請求項５のいずれか１項に記載のコンピュータの制御方法を、コンピュー
タにより実行させることを特徴とするプログラム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、プリンタや、ＭＦＰ（コピー機能・スキャナ機能付きプリンタ）の画像入出
力装置に搭載されているハードディスクドライブ（ＨＤＤ）に、プリントファイル等を、
直接保存する画像処理装置及び画像処理方法に関する。
【０００２】
　つまり、画像入力部が入力したスキャン画像、画像出力部が印刷したプリントファイル
、ＰｉｃｔＢｒｉｄｇｅ経由で画像出力部に送信したプリントファイル、各メディアから
受信したプリントファイル等を、直接保存する画像処理装置及び画像処理方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　一般的に、Ｗｅｂページのデータを再び印刷する場合、ＰＣ（パーソナルコンピュータ
）を起動し、目的のＷｅｂページを表示する必要があるので、印刷するまでに大幅に時間
がかかる。また、そのＷｅｂページが更新された場合、又は、既に存在しない場合、リピ
ート印刷そのものが不可能である。さらに、アプリケーションやプリンタドライバ等で、
画像補正を施し、印刷した場合、その設定の再現が困難である。
【０００４】
　また、インクジェット等の廉価なＭＦＰでは、ＭＦＰ本体でＰｏｓｔＳｃｒｉｐｔファ
イルから、プリントファイルを生成する構成ではなく、ＰＣ内で画像処理を行い、ＭＦＰ
を理解することができるデータに変換した後に、印刷データをＭＦＰに送信する。
【０００５】
　また、ＭＦＰ単体で印刷する場合、ＪＰＥＧ等の画像ファイルから、ＭＦＰが直接理解
できるデータに変換し、印刷する。近年、ＨＤＤは、ＨＤ／ＤＶＤレコーダや携帯電話や
音楽プレーヤに搭載され、非常に廉価である。
【０００６】
　したがって、ＨＤＤ搭載ＭＦＰは、デジタルカメラで撮影した画像やスキャンした画像
を保存するだけではなく、一度印刷した画像処理後のプリントファイルを保存し、もう一
度印刷するときに利用することが考えられる。さらに、入力画像のファイルを保存・整理
し、検索できるようにすることが考えられる。
【０００７】
　従来のＭＦＰでは、各メディア（コンパクトフラッシュ（登録商標）、ＳＤカード等）
の差込口を設け、ＭＦＰの液晶画面を見ながら、各メディアに保存されている画像を、Ｍ
ＦＰの操作パネル上で指定し、ユーザ好みの印刷設定を行い、印刷処理する。また、ＭＦ
Ｐ単体でコピーする場合も、上記と同様である。
【０００８】
　一方、プリントファイルを保存する場合、Ｗｉｎｄｏｗｓ（登録商標）版プリンタドラ
イバ等では、印刷ポートをファイルに設定し、プリントファイルを、ＰＣ内に保存する。
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【０００９】
　また、高価なコピー機に搭載されているＨＤＤでは、ＰＣからＰｏｓｔＳｃｒｉｐｔフ
ァイルとして、ＨＤＤに保存し、コピー機内で高速に画像処理し、印刷する技術が知られ
ている。また、このＰｏｓｔＳｃｒｉｐｔファイルを、ＨＤＤに残し、リピート印刷する
技術も存在する。
【００１０】
　また、１つの印刷データから、複数の仕上げ処理を行い、２通りの印刷を行うこと（１
ｕｐ／Ｎｕｐ印刷）が知られている（たとえば、特許文献１参照）。
【００１１】
　さらに、１つの印刷データから、複数のメディアで処理し、２通りの印刷（ＯＨＰ／普
通紙）を行うことが知られている（たとえば、特許文献２参照）。
【特許文献１】特開２００２－０１４７９７号公報
【特許文献２】特開２００３－０２９９４２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　高価なコピー機に搭載されているＨＤＤでは、ＰＣからＰｏｓｔＳｃｒｉｐｔファイル
として保存し、リピート印刷する。ＰｏｓｔＳｃｒｉｐｔファイルから、印刷可能なプリ
ントファイルに変換する機能を有しないインクジェット等のＭＦＰに、これを適用するこ
とを考える。
【００１３】
　まず、ＭＦＰ内蔵ＨＤＤに保存されているＪＰＥＧ等の入力画像を印刷する場合、入力
画像フォーマットを、ＲＧＢ８Ｂｉｔデータに変換し、ＲＧＢ８Ｂｉｔデータから、ＣＭ
ＹＫ８Ｂｉｔデータに色変換する。そして、ＣＭＹＫ８Ｂｉｔデータから、ＣＭＹＫ１Ｂ
ｉｔデータに量子化（誤差拡散やディザ）し、ＭＦＰ特有の圧縮処理と印刷とのコマンド
を付加する必要である。
【００１４】
　上記画像処理を、高価なコピー機に比べて処理速度の遅いＭＦＰ本体で実行すると、時
間が費やされ、印刷が遅くなるという問題がある。
【００１５】
　また、プリントファイルになる直前のデータ（非圧縮のＲＧＢ８Ｂｉｔデータ）を保持
することが考えられるが、このようにすると、データ量が膨大になるという問題がある。
【００１６】
　上記のように、ＭＦＰのＨＤＤに、生成したプリントファイルを残し、リピート印刷を
実行すると、高速・便利ではあるが、プリントファイル作成データが、特定の印刷条件の
みである場合、好ましい印刷結果が得られないという問題がある。また、リピート印刷そ
のものができないという問題がある。
【００１７】
　たとえば、印刷した後にプリントファイルを作成する場合、ブラックインクがなく、緊
急対応としてカラー（ＣＭＹ）インクのみで印刷したとすると、後でブラックインクをＭ
ＦＰに取り付け、リピート印刷しても、カラー（ＣＭＹ）インクのみで印刷する。この場
合、ドキュメント等の文字列がブラックインクではなく、ＣＭＹ重ね合わせになり、印刷
品質が低下し、インク消費量も増加する。
【００１８】
　また、プロフォトペーパー等の高級メディアが無い場合、今は印刷できないが、ひとま
ず普通紙で印刷し、その後に、プロフォトペーパーに印刷しようとした場合、ＰＣを再び
起動し、ドライバをプロフォトペーパーの設定にし直し、印刷する必要がある。
【００１９】
　さらに、年賀状作成時にインクジェットはがき（又は、インクジェット光沢郵便はがき
、プロフォトはがき、フォト光沢ハガキ、ハイグレードコートはがき等）を持っていれば
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、プリントファイルをＭＦＰのＨＤＤに保存する。しかし、インクジェットはがき（又は
、インクジェット光沢郵便はがき、プロフォトはがき、フォト光沢ハガキ、ハイグレード
コートはがき等）が無いことが判明すると、ＰＣを再起動し、ドライバの設定をはがきに
し直し、手元のはがきに印刷する必要がある。
【００２０】
　また、特許文献１記載の発明と特許文献２記載の発明とでは、どちらもプリントファイ
ルをＨＤＤに保存したのではなく、１回の印刷命令で、２通りの印刷をするので、ＭＦＰ
単体でのリピート印刷が不可能であるという問題がある。
【００２１】
　本発明は、画像処理装置単体でリピート印刷する場合、高速で印刷処理することができ
、目的のメディアやインクがなくても、初回印刷でも、リピート印刷時でも出力でき、全
ての条件が揃うと、印刷結果が高画質である画像処理装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００２２】
　本発明のコンピュータの制御方法は、記憶装置を有する印刷装置に接続されているコン
ピュータの制御方法であって、上記印刷装置の状態を取得する工程と、画像データに基づ
いて、上記状態に応じた第１のプリントファイルを作成する工程と、上記第１のプリント
ファイルを上記印刷装置に送信する工程と、上記第１のプリントファイルを用いた印刷を
上記印刷装置に行なわせる工程と、上記状態とは異なる状態に応じて、上記画像データに
基づいて第２のプリントファイルを作成する工程と、上記第２のプリントファイルを上記
印刷装置に送信する工程と、上記第１と第２のプリントファイルを関連付けて上記記憶装
置に保存させる工程を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明によれば、画像処理装置単体でリピート印刷する場合、高速で印刷処理すること
ができ、目的のメディアやインクがなくても、初回印刷でも、リピート印刷時でも出力で
き、全ての条件が揃うと、印刷結果が高画質であるという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　発明を実施するための最良の形態は、次の実施例である。
【実施例１】
【００２５】
　図１は、本発明の実施例１であるＭＦＰ１００を示す説明図である。
【００２６】
　ＭＦＰ（マルチファンクションプリンタ）１００は、入出力装置の例であり、画像処理
装置の一例であり、カラースキャナとカラープリンタとが１つになっている装置である。
【００２７】
　ＭＦＰ１００は、プリンタ部１０１と、スキャナ部１０２と、記憶装置１０３と、画像
表示部１０４と、操作部１０５とを有する。
【００２８】
　プリンタ部１０１は、イエロー（Ｙ）、マゼンタ（Ｍ）、シアン（Ｃ）、ブラック（Ｋ
）の４色のインクを用い、プリント用紙にカラープリント出力する。ただし、カラープリ
ンタの中には、高速モノクロ印刷のためにノズル数を多くしたプリントカートリッジや、
大容量ブラックインクを利用して印字可能枚数を増加させるために、大容量インクのブラ
ックカートリッジに取り替えて使用する場合がある。
【００２９】
　図２は、ＭＦＰ１００に設けられているカートリッジ群ＣＲ１を示す図である。
【００３０】
　カートリッジ群ＣＲ１は、ブラックカートリッジ２００と、一体型カラーカートリッジ
（シアン・マゼンタ・イエロー）２０１とを搭載しているプリンタである。
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【００３１】
　スキャナ部１０２は、プリンタ部１０１の上部等に搭載されているフラットベッドタイ
プのカラーイメージスキャナである。
【００３２】
　記憶装置１０３は、大容量ハードディスクドライブ（以下、「ＨＤＤ」という）であり
、数１０ＧＢ～５００ＧＢの容量があり、ＭＦＰ１００でスキャンした画像や、コピーし
たスキャン画像やプリントファイルや、ＰＣ３０１からのプリントファイルを保存する。
【００３３】
　画像表示部１０４は、ＨＤＤ内の画像データを表示し、ＨＤＤ内のデータに含まれてい
る付加情報（日付やファイル名等）の文字情報を表示することができ、ユーザが閲覧した
い画像、印刷したい画像を、簡単に検索・選択するためのものである。
【００３４】
　操作部１０５は、コピー、スキャンのために操作し、ＭＦＰ１００のファイル検索・選
択時に利用するものである。
【００３５】
　図３－１、図３－２、図３－３は、ＭＦＰ１００を含むデータ変換装置ＤＣ１を示すシ
ステム構成図である。
【００３６】
　データ変換装置ＤＣ１は、ＰＣ３０１と、ＭＦＰ１００と、記録媒体３０２と、カート
リッジ群ＣＲ２とを有する。
【００３７】
　ＰＣ３０１は、制御装置の一例であり、データ変換装置ＤＣ１に関するデータ処理や各
部機械的要素の動作制御を実行する。
【００３８】
　記憶装置（図示せず）は、ＲＯＭ、ＲＡＭ等のメモリや、ハードディスク、さらにフロ
ッピー（登録商標）ディスク等の記憶装置の全体からなるものである。
【００３９】
　記録媒体３０２は、上記ＭＦＰ１００によって印刷されるメディアであり、普通紙や光
沢紙やはがきやＯＨＰ等がある。
【００４０】
　次に、上記実施例の動作について説明する。
【００４１】
　ＰＣ３０１からの指示によって、印刷し、ＭＦＰ１００内蔵のＨＤＤにプリントファイ
ルを保存する場合について説明する。
【００４２】
　まず、ＰＣ３０１上で、印刷する画像ファイル（又は、Ｗｅｂページ等）を選択し、ア
プリケーションがプリンタドライバを起動し、印刷する。
【００４３】
　図４は、プリンタドライバのユーティリティ画面におけるプリントファイルの保存設定
画面４００を示す図である。
【００４４】
　このときに、プリンタドライバのＵＩの設定は、図４に示すように、ユーティリティ設
定画面４００等で、ＭＦＰ１００にプリントファイルを保存するかどうかを選択すること
ができる。
【００４５】
　『保存する』の設定で印刷し、ユーザが普通紙を選択して印刷することを望んだ場合、
プリンタドライバは、ＭＦＰ１００の本体と通信し、カートリッジ情報とインク残量とを
取得する。そして、図３－１に示すように、インク残量が十分（カートリッジ群ＣＲ２の
状態）であれば、ブラックカートリッジ＋カラーカートリッジを使用することを設定する
。そして、プリントファイル３０５（ＰｒｉｎｔＦｉｌｅ０１）を生成し、ＭＦＰ１００
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の本体に送信し、実際に印刷し、同時にプリントファイルをＨＤＤに保存する。
【００４６】
　さらに、カラーカートリッジのみを使用する設定で、ＰＣ３０１内にプリントファイル
３０６（ＰｒｉｎｔＦｉｌｅ０２）を作成し、ＭＦＰ１００に転送する。また、ブラック
カートリッジのみを使用する設定で、ＰＣ３０１内にプリントファイル３０７（Ｐｒｉｎ
ｔＦｉｌｅ０３）を作成し、ＭＦＰ１００に転送する。
【００４７】
　図５は、複数のプリントファイルをまとめた１つのファイル５００の概念を示す図であ
る。
【００４８】
　その後に、ＰｒｉｎｔＦｉｌｅ０１、ＰｒｉｎｔＦｉｌｅ０２、ＰｒｉｎｔＦｉｌｅ０
３を、１つのファイル５００にまとめる。そして、図５に示すように、ＭＦＰ１００の画
像を表示できるサイズのビットマップファイルとプリントファイルとを作成するときに取
得したプリントファイル情報５０１を付加し、１つのファイル５００として保存する。
【００４９】
　ここで、「プリントファイル情報」は、ユーザがアプリケーションを利用して付加する
情報であり、たとえば、人物・グループ情報、場所情報、ジャンル別（目的別）情報、入
力機器情報、プリンタドライバ情報（メディア・サイズ等）である。ドライバ情報から判
断できるメディアやサイズや給紙方法の情報は、プリントファイルのコマンド情報から取
得可能な情報である。
【００５０】
　図６－１は、ＭＦＰ１００のパネル表示部分で目的の画像やプリントファイルを表示し
、ユーザが指定するための概念図である。
【００５１】
　図６－２は、ＭＦＰ１００のパネル表示部分で目的の画像やプリントファイルの表示を
プレビュー画像として表示している概念図である。
【００５２】
　上記情報に基づいて、図６－１、図６－２に示すように、ＭＦＰ１００の表示画面上で
、目的のデータを検索する。保存できるファイルは、プリントファイルだけではなく、ス
キャンデータであり、デジカメで撮影したデータも存在する。
【００５３】
　次に、図３－２に示すように、ブラックインク残量が十分ではない緊急の場合（カート
リッジ群ＣＲ３の場合）、次のようにする。まず、ブラックインクを使用しない設定（カ
ラーカートリッジのみを使用する設定）をし、ＰＣ３０１内に、プリントファイル３０６
（ＰｒｉｎｔＦｉｌｅ０２）を作成する。そして、ＭＦＰ１００に送信し、実際に印刷し
、これと同時に、プリントファイル３０６（ＰｒｉｎｔＦｉｌｅ０２）を、ＨＤＤに保存
する。
【００５４】
　その後に、ブラックカートリッジ＋カラーカートリッジを使用する設定によるプリント
ファイル３０５（ＰｒｉｎｔＦｉｌｅ０１）を生成し、ＭＦＰ１００に転送する。また、
ブラックカートリッジのみを使用する設定で、ＰＣ３０１内に、プリントファイル３０７
（ＰｒｉｎｔＦｉｌｅ０３）を作成し、ＭＦＰ１００に転送する。
【００５５】
　図１０は、実施例１の動作を示すフローチャートである。
【００５６】
　アプリケーションから印刷を実行し（Ｓ１００１）、ＰＣ３０１がＭＦＰ１００のステ
ータス（カートリッジ情報・インク情報）を取得する（Ｓ１００２）。この取得したステ
ータスに応じて、直ぐに印刷できるカートリッジ設定で、プリントファイルを作成する（
Ｓ１００３）。この作成したプリントファイルを、ＭＦＰ１００に転送し、印刷する（Ｓ
１００４）。その他のカートリッジ設定で、プリントファイルを作成し、ＭＦＰ１００に
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転送する（Ｓ１００５）。そして、複数のプリントファイルと付加情報とを１つのファイ
ルに合体し、ＭＦＰ１００のＨＤＤに保存する（１００６）。
【００５７】
　このときに保存するプリントファイルは、プリンタドライバ内でＲＧＢ８Ｂｉｔデータ
からＣＭＹＫ８Ｂｉｔデータに色変換モジュールで色変換し、ＣＭＹＫ８Ｂｉｔデータか
らＣＭＹＫ１Ｂｉｔデータ等に量子化（誤差拡散やディザ）したファイルである。そして
、ＭＦＰ１００特有の圧縮処理と印刷とのコマンドを付加されたものである。
【００５８】
　次に、実施例１において、ＰＣ３０１を起動せずに、ＭＦＰ１００から直接リピート印
刷する動作について説明する（図３－３）。
【００５９】
　まず、インクが十分ある場合（カートリッジ群ＣＲ２の場合）、保存したプリントファ
イルに関連付けられ、印刷するプリントファイルのビットマップを、ＭＦＰ１００の画像
表示部で表示する。そこで、ユーザは、印刷する画像データを選択し、印刷する。その後
に、ＭＦＰ１００の本体は、カートリッジ情報とインク残量（カートリッジ群ＣＲ２）と
を確認し、インクがすべて十分にあるので、ＭＦＰ１００内蔵のＨＤＤからプリントファ
イル３０５（ＰｒｉｎｔＦｉｌｅ０１）を取得し、印刷する。
【００６０】
　これによって、図３－２に示すように、最初の印刷が、カラーカートリッジのみを使用
した印刷であったが、リピート印刷時には、ブラックカートリッジ＋カラーカートリッジ
を使用した設定で印刷される。したがって、『ドキュメント等の文字列がブラックインク
ではなくＣＭＹ重ね合わせになり、印刷品質も低下し、インク消費量も増加する』という
従来例における問題が解決される。
【００６１】
　ブラックインクがない場合（カートリッジ群ＣＲ４の場合）、ブラックカートリッジが
未装着である場合、プリントファイル３０６（ＰｒｉｎｔＦｉｌｅ０２）で印刷する。カ
ラーインクがない場合、カラーカートリッジが未装着である場合、プリントファイル３０
７（ＰｒｉｎｔＦｉｌｅ０３）で印刷する。これによって、図３－１に示すように、最初
の印刷は、ブラックカートリッジ＋カラーカートリッジを使用する設定での印刷であるが
、リピート印刷時には、ブラックカートリッジ又はカラーカートリッジの設定で印刷され
る。
【００６２】
　したがって、「インクがないことで、リピート印刷そのものができないことが発生する
」という従来例における問題が解決される（Ｓ１１０１～Ｓ１１０３）。
【００６３】
　図１１は、実施例１において、リピート印刷するまでの動作を示すフローチャートであ
る。
【実施例２】
【００６４】
　本発明の実施例２は、ＭＦＰ１００からコピー印刷し、ＭＦＰ１００内蔵のＨＤＤにプ
リントファイルを保存する実施例である。
【００６５】
　図７－１は、実施例２において、コピー印刷時にプリントファイルを作成する概念を示
す図である。
【００６６】
　図７－２は、実施例２において、リピート印刷を、ＭＦＰ１００搭載のＨＤＤから行う
概念を示す図である。
【００６７】
　最初に、コピーする元データを、ＭＦＰ１００の原稿台に設置し、ＭＦＰ１００の画像
表示部から、ユーザが、好みの設定で、コピーボタンを選択し、印刷を開始する。このと
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きに、ＭＦＰ１００の画像表示部のＵＩ設定は、図８に示すように、ＭＦＰ１００にプリ
ントファイルを保存するかどうかを選択することができる。
【００６８】
　上記『保存する』の設定で印刷した場合、ユーザがインクジェットはがきで印刷するこ
とを望むと、インクジェットはがきの設定でのプリントファイルを生成し、実際に印刷し
、同時にプリントファイルをＨＤＤに保存する。インクジェットはがきの代わりに、イン
クジェット光沢郵便はがき、プロフォトはがき、フォト光沢ハガキ、ハイグレードコート
はがき等で印刷する場合も、上記と同様である。
【００６９】
　ここで、ユーザが保持しているメディアの種類が、本体メニューにはない『プロフォト
はがき』であれば、メディアの種類：プロフォト（さらに、メディアのサイズ：はがき）
の設定を手動で指定する。この組み合せのエマージェンシーモードは、メディアの種類：
はがき（さらに、メディアのサイズ：はがき）であるとする。
【００７０】
　さらに、その後に、インクジェットはがきのエマージェンシーモードとして、はがき設
定を用い、ＭＦＰ１００の本体でプリントファイルを作成し、ＨＤＤに保存する。
【００７１】
　図１２は、実施例２の動作を示すフローチャートである。
【００７２】
　ＭＦＰ１００から印刷を実行し（Ｓ１２０１）、ステータス（メディア情報）を取得す
る（Ｓ１２０２）。この取得したステータスに応じて、直ぐに印刷できるメディア設定で
、プリントファイルを作成する（Ｓ１２０３）。この作成したプリントファイルをプリン
タ部に転送し、印刷する（Ｓ１２０４）。その他のメディア設定で、プリントファイルを
作成し、プリンタ部に転送する（Ｓ１２０５）。そして、複数のプリントファイルと付加
情報とを１つのファイルに合体し、ＭＦＰ１００のＨＤＤに保存する（Ｓ１２０６）。
【００７３】
　このときに保存するデータは、ＭＦＰ１００が、ＲＧＢ８ＢｉｔデータからＣＭＹＫ８
Ｂｉｔデータに色変換し、ＣＭＹＫ８ＢｉｔデータからＣＭＹＫ１Ｂｉｔデータ等に、量
子化（誤差拡散やディザ）したデータである。また、ＭＦＰ１００特有の圧縮処理と印刷
とのコマンドが付加されたデータである。
【００７４】
　次に、ＰＣ３０１を起動せずに、ＭＦＰ１００から直接リピート印刷する場合について
説明する。
【００７５】
　まず、ＭＦＰ１００の画像表示部で、保存したプリントファイルの中で、関連付けられ
ているファイル名を表示する。
【００７６】
　そこで、図６－１に示すように、ＵＩが画像表示部に表示され、ユーザは、印刷するプ
リントファイル名を検索・選択し、印刷する。また、プレビュー画像を用いて表示する場
合、図６－２に示すように、プレビュー画像６１０を表示し、メディア選択ボタン６１１
を設け、このプリントファイル情報（ファイルのパス）を表示する。プリントファイルに
含まれている情報が多数ある場合、プリントファイル情報として複数表示するようにして
もよい。さらに、画像選択方法は、表示中の画像の前と後ろとを指定できるように、Ｂｅ
ｆｏｒｅボタン６１３とＮｅｘｔボタン６１４とを設ける。
【００７７】
　このときに、印刷前にメディアをセンスし、メディアの種類情報を取得する。メディア
の種類情報を取得できなければ、ＭＦＰ１００は、図９に示すようなメッセージを、画像
表示部に表示し、ユーザに、インクジェットはがき又ははがきを選択させ、印刷する。ま
た、本体メニューにないメディアの種類である場合、『メディアの種類：プロフォト、メ
ディアのサイズ：はがき』、『メディアの種類：はがき、メディアのサイズ：はがき』の
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ように表示させるようにしてもよい。
【００７８】
　その後に、インクジェットはがきが指定されていれば、ＭＦＰ１００内蔵のＨＤＤから
インクジェットはがき用プリントファイル７００（ＰｒｉｎｔＦｉｌｅ１１）を取得し、
印刷する。
【００７９】
　一方、はがきが指定されていれば、ＭＦＰ１００に内蔵されているＨＤＤから、はがき
用プリントファイル７０１（ＰｒｉｎｔＦｉｌｅ１２）を取得し、印刷する（Ｓ１３０１
～Ｓ１３０３）。
【００８０】
　図１３は、実施例２において、リピート印刷するまでの動作を示すフローチャートであ
る。
【００８１】
　また、通常印刷とエマージェンシー印刷とに関して、以下の組み合せが考えられる。フ
チなし／フチあり、サイズ（２Ｌ／Ｌ）、両面印刷／片面印刷、サイレント印刷ＯＮ／Ｏ
ＦＦ、グレースケール印刷ＯＮ／ＯＦＦ、給紙方法オートシートフィーダ／カセットの組
み合せが考えられる。
【００８２】
　さらに、メディアに応じて、通常印刷とエマージェンシー印刷との条件を変更すること
が可能である。たとえば、普通紙のときには、カートリッジ（カラー＋ブラック、カラー
のみ、ブラックのみ）にし、はがきのときには、フチなし／フチありにするようにしても
よい。
【００８３】
　つまり、上記実施例は、印刷動作時に、互いに異なる複数の印刷条件で、複数のプリン
トファイルを作成し、記憶装置に保存するプリントファイル作成手段を有する。また、上
記実施例は、記憶装置に記憶されている複数のプリントファイルから、いずれかのプリン
トファイルを指定し、印刷手段に、再度印刷させる印刷制御手段を有する画像処理装置で
ある。
【００８４】
　この場合、上記複数の印刷条件は、記録媒体に応じて異なる印刷条件である。また、上
記画像処理装置に搭載されている記録ヘッドの状態に応じて、複数の異なる記録ヘッド条
件で、プリントファイルを生成する。そして、インク残量に応じて、印刷条件を変える。
さらに、複数の異なる記録媒体の条件で、プリントファイルを生成する。しかも、上記複
数の印刷条件で作成された上記プリントファイルを、１つのファイルに結合して保存する
。また、上記複数のプリントファイルを作成する順序は、最初に印刷する条件を先頭に、
プリントファイルを作成し、上記最初のプリントファイルが作成され次第、印刷開始する
。そして、上記複数のプリントファイルを作成する順序は、上記画像処理装置情報を取得
し、最初の印刷が遅延することがないように、プリントファイル作成順序を決定する。
【００８５】
　また、上記実施例を方法の発明として把握することができる。つまり、上記実施例は、
印刷動作時に、互いに異なる複数の印刷条件で、複数のプリントファイルを作成し、記憶
装置に保存するプリントファイル作成工程を有する。また、上記実施例は、上記記憶装置
に記憶されている複数のプリントファイルから、いずれかのプリントファイルを指定し、
印刷手段に、再度印刷させる印刷制御工程を有する画像処理装置の制御方法である。
【００８６】
　さらに、上記実施例をプログラムの発明として把握することができる。つまり、上記実
施例は、印刷動作時に、互いに異なる複数の印刷条件で、複数のプリントファイルを作成
し、記憶装置に保存するプリントファイル作成手順を有する。また、上記実施例は、上記
記憶装置に記憶されている複数のプリントファイルから、いずれかのプリントファイルを
指定し、印刷手段に、再度印刷させる印刷制御手順をコンピュータに実行させるプログラ
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【図面の簡単な説明】
【００８７】
【図１】本発明の実施例１であるＭＦＰ１００を示す説明図である。
【図２】ＭＦＰ１００に設けられているカートリッジ群ＣＲ１を示す図である。
【図３－１】ＭＦＰ１００を含むデータ変換装置ＤＣ１を示すシステム構成図である。
【図３－２】ＭＦＰ１００を含むデータ変換装置ＤＣ１を示すシステム構成図である。
【図３－３】ＭＦＰ１００を含むデータ変換装置ＤＣ１を示すシステム構成図である。
【図４】プリンタドライバのユーティリティ画面におけるプリントファイルの保存設定画
面４００を示す図である。
【図５】複数のプリントファイルをまとめた１つのファイル５００の概念を示す図である
。
【図６－１】ＭＦＰ１００のパネル表示部分で目的の画像やプリントファイルを表示し、
ユーザが指定するための概念図である。
【図６－２】ＭＦＰ１００のパネル表示部分で目的の画像やプリントファイルの表示をプ
レビュー画像として表示している概念図である。
【図７－１】実施例２において、コピー印刷時にプリントファイルを作成する概念を示す
図である。
【図７－２】実施例２において、リピート印刷を、ＭＦＰ１００搭載のＨＤＤから行う概
念を示す図である。
【図８】ＭＦＰ１００のパネル表示で、プリントファイルを保存するかどうかを設定する
画面である。
【図９】実施例２において、リピート印刷時にＭＦＰ１００の本体で印刷するメディアを
ガイドする図である。
【図１０】実施例１の動作を示すフローチャートである。
【図１１】実施例１において、リピート印刷するまでの動作を示すフローチャートである
。
【図１２】実施例２の動作を示すフローチャートである。
【図１３】実施例２において、リピート印刷するまでの動作を示すフローチャートである
。
【符号の説明】
【００８８】
　１００…ＭＦＰ、
　１０１…プリンタ部、
　１０２…スキャナ部、
　１０３…記憶装置、
　１０４…画像表示部、
　１０５…操作部、
　２００…ブラックカートリッジ、
　２０１…一体型カラーカートリッジ、
　３０１…ＰＣ、
　３０２…記録媒体。
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【図１】

【図２】

【図３－１】

【図３－２】 【図３－３】
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【図４】

【図５】

【図６－１】

【図６－２】

【図７－１】

【図７－２】

【図８】

【図９】
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【図１０】 【図１１】

【図１２】 【図１３】
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